




車社会

発展した町並み



遊びの室内化

不審者の出没

既成の遊具



過剰な清潔感

親の体験不足



運動不足 自然体験不足
仲間とのかかわり不足

↓
体力低下 生活習慣病
心の問題 青少年の犯罪

だから・・・







「自分の責任で自由に遊ぶ」

全国約２８０カ所
千葉県





子どもの居場所 自分らしく

地域の交流拠点 世代交流

楽しい子育て

たくましく心豊かな子どもたち



・プレイリーダーの育成、雇用

・プレイパーク見学・仲間集め

・講演会・プレイパークの開催
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市民提案型協働事業提案書（２丁目の前瀧さんが市に提案済）
◆提案事業名

子どもがのびのびと思いきり遊べる冒険遊び場（プレイパーク）をつくる

◆事業の目的：
①子どもが挑戦し，失敗しながら成長していける遊び場をつくる。
②「子どもにとっての自然の中での冒険遊びの重要性」を地域・社会に広め

る。
③子どもの居場所づくりをする。
④遊び場づくりを通して地域の人が交流することにより，活性化をはかる。
⑤みんなで子どもを見守り，子育てを楽しめる拠点をつくる。

◆実施時期・期間：平成２５年４月より

目 標 ２ 課 題 対応策

地域の結びつきを強め
る交流の場をつくります
＜場づくり＞

交流するための集まれる
場所が少ないです。

集会施設を確保します。
ボランティア組織づくりをバックアップします。

➢ ボランティア組織づくりのバックアップ
✓ 町内会（自治会）がボラティアグループ作りをバックアップする。手始めは「プレイパーク」に関
するボランティアグループ。

10/28のGES活動の際、２丁目の前滝さんから、市への提案内容が説明された。GESの活動内容と
若干異なり、かつ負担も大きいことから、ひがし野全域で考えるべき課題と判断し、地域福祉活動
の討議課題とさせていただきます。新たなボランティアグループづくりが必要と考えます。



場所の提供 公園の使用許可

火・水の使用許可

広報 資金協力


